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社
会
貢
献
学
会
を
設
立

T
K
K
3
大
学
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

温
泉
水
か
ら
レ
ア
メ
タ
ル
検
出

秋
田
大
学

「
も
も
り
ん
サ
ブ
レ
ー
」が
完
成

福
島
大
学

「
イ
ケ
メ
ン
手
帖
第
二
弾
」発
行

S
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W

2
0
0
社
が
参
加

東
京
で
の
企
業
対
象
説
明
会

北
海
道
情
報
大
学

開
発
し
た
ス
イ
ッ
チ
や
ス
ピ

ー
カ
ー
を
寄
贈
す
る
コ
ー
エ
ン

教
授
と
西
村
さ
ん

研
究
発
表
を
行
う
、
情
報
メ

デ
ィ
ア
学
部
情
報
メ
デ
ィ
ア
学

科
の
岩
本
陽
介
さ
ん

社会貢献活動支援士のマーク。人
との繋がりを表している

福
島
市
観
光
P
R
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
も
も
り
ん
」
の
形
を
し

た
サ
ブ
レ
ー
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レ
ア
メ
タ
ル
が
検
出
さ
れ
た

玉
川
温
泉
源
泉
の
大
噴

開
発
に
参
加
し
た
学
生
4
人

へ
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た

　
会
津
大
学
（
福
島
県
会
津
若
松

市
）
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
芸
術
学
講

座
の
マ
イ
ケ
ル
・
コ
ー
エ
ン
教
授

と
同
大
3
年
生
の
西
村
健
亮
さ
ん

が
、
障
害
を
抱
え
る
人
で
も
使
い

や
す
い
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ

ト
を
搭
載
し
た
多
機
能
携
帯
端
末

や
、
ボ
タ
ン
操
作
で
音
楽
が
再
生

で
き
る
デ
バ
イ
ス
を
開
発
。
会
津

養
護
学
校（
同
市
）に
寄
贈
し
た
。

　
多
機
能
携
帯
端
末
は
、
障
害
者

向
け
の
さ
ま
ざ
ま
な
ア
プ
リ
を
組

み
込
み
、
音
楽
や
写
真
、
教
諭
の

声
な
ど
を
取
り
込
ん
で
カ
ス
タ
マ

イ
ズ
し
た
。
言
葉
を
発
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
生
徒
で
も
、
タ
ッ
チ

パ
ネ
ル
に
触
れ
る
だ
け
で
「
飲
み

物
が
ほ
し
い
」「
お
腹
が
す
い
た
」

な
ど
の
音
声
が
出
る
よ
う
に
工
夫

さ
れ
て
い
る
。

　
一
方
、
音
楽
再
生
用
の
デ
バ
イ

ス
は
、
マ
ウ
ス
や
キ
ー
ボ
ー
ド
を

使
わ
な
く
て
も
利
用
で
き
る
よ
う

に
、
市
販
品
を
改
良
し
た
ス
イ
ッ

チ
を
使
う
工
夫
が
な
さ
れ
て
お

り
、
パ
ソ
コ
ン
に
専
用
ソ
フ
ト
を

組
み
込
む
こ
と
で
、
ボ
タ
ン
操
作

だ
け
で
再
生
や
選
曲
が
で
き
る
よ

う
に
開
発
さ
れ
た
。

チ
な
ど
約
20
台
を
子
ど
も
た
ち
に

寄
贈
し
た
。

　
同
校
の
生
徒
に
と
っ
て
、
自
ら

の
操
作
で
自
分
の
意
思
を
伝
え
、

反
応
を
得
る
こ
と
は
、
と
て
も
大

き
な
意
味
の
あ
る
行
動
だ
と
い

う
。

　
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
振
り

返
り
、
コ
ー
エ
ン
教
授
は
「
寄
贈

し
た
も
の
は
、
こ
れ
と
い
っ
て
特

別
な
も
の
で
は
な
い
し
、
近
隣
の

教
育
機
関
を
支
援
す
る
こ
と
は
当

然
の
こ
と
。
目
的
あ
る
開
発
に
学

生
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
、
使
用
者

か
ら
の
反
応
を
直
接
得
る
こ
と

は
、
人
間
性
を
高
め
る
こ
と
に
も

繋
が
る
」
と
、
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
意
義
を
語
る
。西
村
さ
ん
は「
贈

っ
た
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
は
ま
だ
開
発

途
中
。
今
後
も
改
良
す
る
余
地
が

あ
る
」
と
、
さ
ら
な
る
研
究
へ
の

意
欲
を
語
っ
た
。

　
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
昨
夏
、

同
養
護
学
校
か
ら
の
協
力
依
頼
が

発
端
と
な
っ
て
始
ま
っ
た
。
同
校

は
こ
れ
ま
で
に
も
、
生
徒
た
ち
の

た
め
に
、
簡
単
に
操
作
で
き
る
教

材
や
教
具
を
考
案
し
て
い
た
が
、

一
方
で
、
自
分
た
ち
は
I
T
の

専
門
家
で
は
な
い
た
め
限
界
を
感

じ
て
い
る
部
分
も
あ
っ
た
と
明
か

す
。
そ
こ
で
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
理

工
学
の
専
門
大
学
で
あ
る
同
大
に

打
診
し
た
結
果
、
イ
ン
タ
ー
フ
ェ

ー
ス
が
専
門
分
野
で
あ
る
マ
イ
ケ

ル
・
コ
ー
エ
ン
教
授
が
、
市
の
地

域
貢
献
研
究
費
な
ど
を
活
用
し
て

開
発
に
取
り
組
む
こ
と
と
な
り
、

コ
ー
エ
ン
教
授
と
西
村
さ
ん
は
何

度
も
同
校
を
訪
れ
改
良
を
重
ね
て

き
た
。

　
2
月
17
日
に
は
、
コ
ー
エ
ン
教

授
と
西
村
さ
ん
が
同
校
を
訪
れ
、

多
機
能
携
帯
端
末
1
台
と
ス
イ
ッ

　
街
の
マ
ナ
ー
や
モ
ラ
ル
ア
ッ
プ

の
た
め
の
活
動
を
通
じ
て
、
地
元

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
地
域
と
の
共

生
・
共
存
を
目
指
す
、
仙
台
発
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
＆
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
団
体
「
S
T
R
E
E
T

－

R
A
I
N
B
O
W
（
ス
ト
リ
ー
ト

レ
イ
ン
ボ
ウ
）」
が
、「
イ
ケ
メ
ン

手
帖
第
二
弾
」
を
発
行
。
ブ
ロ
グ

で
は
、
震
災
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

発
信
し
て
い
る
。

　「
イ
ケ
メ
ン
手
帖
」
と
は
、
宮

城
県
仙
台
市
国
分
町
に
新
た
な
客

層
を
呼
び
込
も
う
と
企
画
さ
れ

た
、
同
町
内
の
飲
食
店
の
〝
イ
ケ

メ
ン
男
性
従
業
員
〞
に
ス
ポ
ッ
ト

を
当
て
た
無
料
情
報
誌
だ
。
同
手

帖
で
は
、
イ
ケ
メ
ン
従
業
員
の
プ

ロ
フ
ィ
ー
ル
や
趣
味
を
紹
介
す
る

と
と
も
に
、
そ
の
店
の
お
勧
め
メ

ニ
ュ
ー
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
。
最
大
の
特
徴
は
、
制
作
ス
タ

ッ
フ
全
員
が
女
子
大
生
で
あ
り
、

「
女
性
に
よ
る
厳
正
な
審
査
」
を

ク
リ
ア
し
た
イ
ケ
メ
ン
の
み
が
登

場
し
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
イ
ケ

メ
ン
定
員
の
秘
密
を
暴
く
「
イ
ケ

メ
ン
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」
な
ど
の
新
企

画
も
あ
り
、
女
子
大
生
に
よ
る
女

子
大
生
の
た
め
の
情
報
誌
と
な
っ

て
い
る
。

　
ま
た
、
同
団
体
で
は
、
3
月
11

日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋

沖
地
震
が
原
因
で
、
沈
み
が
ち
な

被
災
者
の
心
に
少
し
で
も
光
明
を

送
ろ
う
と
、
全
国
の
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
に
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
募
っ
て

い
る
。
受
け
付
け
て
い
る
の
は
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
制
作
し
た
詞
や

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
動
画
、
ア
ー
ト
画

像
な
ど
。
こ
れ
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
集
ま
り
、「
千
羽
鶴
の
よ
う
に

な
れ
ば
い
い
」
と
の
思
い
か
ら
企

画
さ
れ
た
の
だ
と
い
う
。
メ
ッ
セ

ー
ジ
は
、
同
団
体
の
ブ
ロ
グ
に

続
々
と
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
団
体
は
、
被
災
後
の
街

で
炊
き
出
し
を
行
っ
た
り
、
路
上

ラ
イ
ブ
を
敢
行
し
、
義
援
金
を
募

る
活
動
な
ど
も
積
極
的
に
実
施
し

て
い
る
。
周
知
の
通
り
、
同
団
体

の
活
動
拠
点
で
あ
る
仙
台
市
も
ま

た
、
大
き
な
災
害
に
見
舞
わ
れ
た

地
域
の
一
つ
だ
。
そ
の
地
の
若
者

た
ち
が
、
被
災
地
を
励
ま
そ
う
と

奮
闘
し
て
い
る
。

【
ブ
ロ
グ
】

h
ttp://strb.ex

blog
.jp

　
各
校
の
頭
文
字
を
取
っ
た

「
T
K
K
3
大
学
連
携
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
で
連
携
す
る
大
学

東
北
福
祉
大
学
（
仙
台
市
）、
工

学
院
大
学
（
東
京
都
新
宿
区
）、

神
戸
学
院
大
学
（
神
戸
市
）
が
、

「
社
会
貢
献
学
会
」
を
創
設
し

た
。「
社
会
貢
献
活
動
支
援
士

（
S
S
A
S
S
）」
の
独
自
資
格

を
設
け
、
災
害
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
現
場
で
活
躍
で
き
る
人
材
の
育

成
を
目
指
し
て
い
る
。

　
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
各
大
学

の
強
み
を
活
か
し
た
共
同
で
の
防

災
・
減
災
教
育
や
、
広
域
的
な
連

携
に
よ
る
被
災
時
の
相
互
援
助
を

行
っ
て
お
り
、
各
大
学
を
拠
点
と

し
た
全
国
的
な
社
会
貢
献
活
動
へ

と
発
展
さ
せ
て
い
く
狙
い
が
あ
る

と
い
う
。

　
社
会
貢
献
学
会
は
、

S
S
A
S
S
の
資
格
認
定
の
ほ

か
、
社
会
貢
献
学
の
普
及
・
啓
発

等
を
推
進
し
、
そ
の
成
果
を
社
会

へ
還
元
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

る
。
市
民
・
研
究
者
・
行
政
関
係

者
ら
が
社
会
貢
献
に
つ
い
て
共
に

考
え
実
行
す
る
、
新
し
い
形
の
市

民
学
会
で
あ
る
。

　
3
月
5
日
に
は
工
学
院
大
学
を

会
場
に
社
会
貢
献
学
会
の
設
立
総

会
と
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
な

わ
れ
、
社
会
貢
献
活
動
支
援
士
制

度
の
体
制
が
整
っ
た
。
ま
た
、

「
2
0
1
0
年
度
T
K
K
3
大

学
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
会
」

も
行
な
わ
れ
、
活
動
報
告
や
学

生
・
市
民
・
行
政
関
係
者
ら
に
よ

る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

現
状
や
課
題
に
つ
い
て
意
見
を
交

わ
し
た
。

　
な
お
、
S
S
A
S
S
資
格
の

取
得
の
た
め
に
は
、
3
大
学
の
学

生
は
所
定
の
単
位
を
修
得
す
る
必

要
が
あ
る
が
、
一
般
の
人
は
、
社

会
貢
献
活
動
実
績
等
に
よ
り
受
験

資
格
等
を
得
る
こ
と
が
可
能
だ
。

同
資
格
は
3
年
間
の
ポ
イ
ン
ト
更

新
制
を
採
用
し
て
お
り
、
学
会
の

認
定
す
る
活
動
に
参
加
し
、
一
定

の
ポ
イ
ン
ト
を
積
み
上
げ
る
こ
と

で
更
新
で
き
る
仕
組
み
と
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
を
活
用
す
る
こ
と

で
、
S
S
A
S
S
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
交
流
の
促
進
と
、
資
格
者
と

し
て
必
要
な
資
質
能
力
の
保
持
が

図
ら
れ
る
と
い
う
。

　
福
島
大
学
（
福
島
市
）
の
人
間

発
達
文
化
学
類
デ
ザ
イ
ン
専
攻
・

4
年
生
の
八
巻
佳
奈
子
さ
ん
、
柳

田
み
ち
る
さ
ん
、
藤
田
み
な
み
さ

ん
、
佐
野
紗
弓
さ
ん
の
4
人
が
、

福
島
市
内
の
老
舗
菓
子
店
「
ニ
ュ

ー
木
村
屋
」
の
商
品
開
発
に
協
力

し
た
お
菓
子
が
完
成
し
た
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
、
2
0
1
0

年
4
月
、
福
島
市
産
業
交
流
プ
ラ

ザ
主
催
の
「
福
島
大
学
出
前
相
談

会
」
に
お
い
て
、
同
社
が
若
い
女

性
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
商
品
開

発
へ
の
協
力
を
要
請
し
た
こ
と
が

発
端
と
な
っ
た
。
同
大
の
「
芸
術

に
よ
る
地
域
創
造
研
究
所
」
が
中

心
と
な
り
、
約
1
年
を
か
け
て
取

り
組
ん
で
き
た
。
学
生
4
人
が
教

員
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
サ
ブ

レ
ー
の
味
や
食
感
の
追
求
だ
け
で

な
く
、
福
島
県
産
の
桃
の
コ
ン
フ

ィ
チ
ュ
ー
ル
を
付
け
て
食
べ
る
と

い
う
新
し
い
提
案
や
パ
ッ
ケ
ー
ジ

デ
ザ
イ
ン
な
ど
、
学
生
な
ら
で
は

の
ア
イ
デ
ア
を
ふ
ん
だ
ん
に
盛
り

込
ん
だ
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
サ
ブ
レ
ー

を
完
成
さ
せ
た
。

　
商
品
名
は
「
も
も
り
ん
サ
ブ
レ

ー
」。
福
島
市
の
観
光
P
R
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
で
あ
る
「
も
も
り
ん
」

を
用
い
た
サ
ブ
レ
ー
で
あ
る
。
サ

ブ
レ
ー
の
形
や
外
装
に
も
「
も
も

り
ん
」
を
使
っ
た
、
実
に
福
島
土

産
ら
し
い
逸
品
に
仕
上
が
っ
て
い

る
。

　
2
月
17
日
に
は
、
商
品
の
完
成

を
受
け
て
、
ニ
ュ
ー
木
村
屋
の
金

木
義
一
社
長
か
ら
学
生
4
人
に
感

謝
状
が
贈
ら
れ
た
。
金
木
社
長

は
、「
会
社
の
既
成
概
念
で
は
及

び
も
つ
か
な
い
、
学
生
の
斬
新
な

企
画
力
に
よ
っ
て
こ
の
商
品
を
生

み
出
す
こ
と
が
で
き
た
」
と
、
学

生
た
ち
の
努
力
に
感
謝
の
言
葉
を

述
べ
た
。
感
謝
状
を
受
け
取
っ
た

学
生
た
ち
は
、「
貴
重
な
体
験
が

で
き
た
。
福
島
市
の
土
産
と
し
て

有
名
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
振
り

返
っ
た
。

　
同
大
で
は
、
地
域
社
会
か
ら
頼

り
に
さ
れ
る
〝
ホ
ー
ム
大
学
〞
と

し
て
、
地
域
は
も
ち
ろ
ん
、
世
界

に
も
通
ず
る
人
材
の
輩
出
を
目
指

し
て
お
り
、
地
域
住
民
や
自
治
体

関
係
者
と
の
連
携
に
よ
る
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

と
り
わ
け
、「
地
域
創
造
支
援
セ

ン
タ
ー
」
は
、
同
大
の
研
究
を
広

く
地
域
に
公
開
し
、
企
業
と
の
連

携
に
よ
る
共
同
研
究
・
受
託
研
究

を
推
進
し
て
い
る
。
同
研
究
所
で

は
こ
れ
ま
で
に
、
地
域
振
興
の
た

め
の
実
際
の
空
き
店
舗
を
利
用
し

た
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
運
営

や
、
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
づ
く

り
を
テ
ー
マ
に
し
た
地
域
活
性
化

フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
な
ど
の
実
績
が

あ
り
、
多
方
面
で
の
地
域
貢
献
を

行
っ
て
い
る
。

　
北
海
道
情
報
大
学
（
北
海
道
江

別
市
）
は
、
2
月
21
日
、
中
野
サ

ン
プ
ラ
ザ
（
東
京
都
中
野
区
）
で

企
業
向
け
の
大
学
説
明
会
を
行
っ

た
。
こ
の
説
明
会
は
同
大
卒
業
生

の
就
職
対
象
企
業
に
対
し
て
、
教

育
内
容
、
学
生
育
成
へ
の
取
り
組

み
を
紹
介
し
、
同
大
へ
の
理
解
を

よ
り
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
会
場
に
は
2
0
0
社
と
昨
年

を
上
回
る
数
の
企
業
が
参
加
し

た
。
北
海
道
の
大
学
が
東
京
で
企

業
向
け
説
明
会
を
行
い
、
こ
れ
だ

け
の
数
の
参
加
企
業
が
あ
っ
た
こ

と
は
、
同
大
学
生
に
対
す
る
企
業

側
の
高
い
関
心
を
う
か
が
わ
せ

る
。

　
同
大
の
教
育
は
Ｉ
Ｔ
社
会
へ
の

貢
献
を
め
ざ
し
、
高
度
情
報
通
信

社
会
で
求
め
ら
れ
る
人
材
育
成
を

使
命
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
実
践

的
教
育
は
産
・
学
・
研
の
ト
ラ
イ

ア
ン
グ
ル
で
構
成
さ
れ
た

e
D
C
（
電
子
開
発
学
園
）
グ
ル

ー
プ
の
持
つ
特
長
的
な
シ
ス
テ
ム

に
支
え
ら
れ
て
い
る
。
同
グ
ル
ー

プ
内
の
企
業
、
研
究
機
関
が
得
た

知
識
と
技
術
が
大
学
教
育
に
ダ
イ

レ
ク
ト
に
反
映
さ
れ
る
。
こ
れ
こ

そ
が
、
他
大
学
に
は
な
い
最
先
端

の
情
報
技
術
教
育
が
で
き
る
理
由

で
あ
る
。

　
今
回
の
説
明
会
で
は
、
そ
う
し

た
同
大
の
教
育
を
受
け
た
学
生
が

自
分
の
研
究
に
つ
い
て
の
発
表
を

行
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
あ
り
、
参
加

企
業
が
同
大
学
生
の
力
を
理
解
す

る
好
機
と
も
な
っ
た
。

　
情
報
の
総
合
大
学
と
し
て
高
度

I
T
技
術
者
育
成
を
目
指
す
同

大
は
近
年
の
厳
し
い
採
用
状
況
の

な
か
で
も
、
高
い
就
職
実
績
を
あ

げ
て
い
る
。

　
同
大
が
持
つ
通
信
教
育
部
全
国

11
ヵ
所
の
教
育
セ
ン
タ
ー
が
就
職

支
援
を
す
る
た
め
の
拠
点
機
能
を

有
し
、
全
国
規
模
の
求
人
開
拓
と

学
生
支
援
を
行
っ
て
い
る
こ
と
で

幅
広
い
企
業
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
構
築
し
て
い
る
こ
と
が
大
き
な

要
因
と
い
え
よ
う
。

　
開
学
20
周
年
を
記
念
し
、
ま
た

e
D
C
グ
ル
ー
プ
の
象
徴
と
し

て
同
大
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
建
設
さ

れ
た
ば
か
り
の
10
階
建
て
の

e
D
C
タ
ワ
ー
は
図
書
館
、
ゼ

ミ
室
、
学
生
ラ
ウ
ン
ジ
、
レ
ス
ト

ラ
ン
等
を
有
す
る
。

　
同
タ
ワ
ー
の
完
成
に
よ
り
同
大

の
さ
ら
な
る
教
育
環
境
の
充
実
が

図
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
秋
田
県
仙
北
市
に
あ
る
玉
川
温

泉
の
源
泉
・
大
噴
（
お
お
ぶ
け
）

か
ら
湧
き
出
る
温
泉
水
に
、
レ
ア

メ
タ
ル
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が

分
か
っ
た
。

　
こ
れ
は
、秋
田
大
学（
秋
田
市
）

な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
る
チ
ー
ム
が

2
0
0
6
年
よ
り
共
同
研
究
を

行
っ
て
き
た
成
果
の
一
つ
で
、
大

噴
温
泉
や
そ
の
下
流
を
流
れ
る
河

川
や
ダ
ム
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、

流
量
が
少
な
い
河
川
や
ダ
ム
の
石

や
土
砂
が
赤
く
変
色
し
て
い
る
の

を
発
見
。
以
来
、
年
3
〜
4
回
に

わ
た
る
大
噴
や
玉
川
、
田
沢
湖
の

水
質
調
査
を
行
っ
て
き
た
。

　
そ
の
結
果
、
大
噴
の
温
泉
水

は
、
周
辺
の
温
泉
水
に
比
べ
、
ガ

リ
ウ
ム
や
サ
マ
リ
ウ
ム
な
ど
の
レ

ア
メ
タ
ル
の
成
分
が
数
倍
か
ら
数

十
倍
も
含
ま
れ
る
こ
と
が
分
か
っ

た
。
特
に
、
周
辺
で
は
検
出
で
き

な
か
っ
た
液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
に

使
わ
れ
て
い
る
イ
ン
ジ
ウ
ム
が
、

検
出
さ
れ
た
と
い
う
。

　
本
来
の
研
究
は
、
強
酸
性
の
温

泉
水
の
河
川
環
境
へ
の
影
響
の
調

査
。
今
回
の
レ
ア
メ
タ
ル
発
見
は

想
定
外
の
大
発
見
と
い
え
る
。

　
今
回
見
つ
か
っ
た
レ
ア
メ
タ
ル

は
微
量
に
と
ど
ま
る
た
め
、
資
源

と
し
て
の
活
用
法
は
未
知
数
で
は

あ
る
が
、
人
工
的
な
レ
ア
メ
タ
ル

の
鉱
床
の
形
成
や
水
か
ら
の
抽
出

技
術
な
ど
、
今
後
の
研
究
に
繋
が

る
も
の
と
み
ら
れ
て
い
る
。

　
レ
ア
メ
タ
ル
（
希
少
金
属
）
と

は
、
埋
蔵
量
が
極
端
に
少
な
く
、

取
り
出
す
こ
と
が
非
常
に
困
難
で

あ
る
と
い
う
理
由
か
ら
産
出
が
難

し
い
と
さ
れ
る
金
属
の
こ
と
。
わ

ず
か
な
量
で
製
品
の
機
能
を
高
め

る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
の
特
長
が

あ
る
。
携
帯
電
話
や
自
動
車
産
業

な
ど
の
先
端
技
術
に
は
必
要
不
可

欠
な
素
材
で
あ
る
。

地域
貢献

養護学生向けソフトを開発
会津大学

大学間、地域連
携の課題探るシ
ンポジウム
いわて高等教育コ
ンソーシアム

　2 月 19 日、岩手県内
の 5 大学̶岩手大学
（盛岡市）、岩手県立大
学（岩手郡滝沢村）、岩
手医科大学（盛岡市）、
富士大学（花巻市）、盛
岡大学（岩手郡滝沢村）
からなる「いわて高等教

育コンソーシアム」のシ
ンポジウムが行われた。
大学関係者や学生ら約
150 人が参加して行われ
た同シンポジウムでは、
これまでの地域参加活動
や国際交流事業などに関
する学生発表や5大学学

長の講演会、ディスカッ
ションなどが挙行された。
　同コンソーシアムは
2008 年に設立。地域の
中核を担う人材の育成、
国際通用性や教育の質保
証、低迷する県内就職率
などの地域的課題への対

応を目指している。
　今年度は、設立の平成
20 年度に採択された文
部科学省「戦略的大学連
携支援事業」の最終年度
であり、今後の事業展開
へ向けた重要な転換期で
あるという。

平成23年（2011年） 4 月 1 日　金曜日（第3種郵便物認可） 2国 際第75号
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